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宮中以外の雪では、 あ れなるもの 〔一一五段〕として挙げられた「山里の雪」 、 「正月 寺に籠りたるは、いみじう寒く、雪がちに氷りたるこそをかしけれ」 〔一一六段〕がある。
九
　





中島和歌子氏は、清少納言への評価は、白詩を利用 た定子の問い掛けの意味を瞬時に判断して応じた機転に対するものとする。（ 「枕草子「香炉峯の雪」 段の解釈をめぐって―白詩受容の一端―」 『国文学研究ノート』一九九一年三月）本稿ではそ ような機転も含めて、漢詩受容 積極的に勧める定子後宮文化を評価したものと考える。
一 一
　














たとえば、 「頭の中将のすずろ るそら言を聞きて」 〔七八段〕でも、斉信からの白詩 返事に漢句を返すこ 躊躇した清少納言が和歌の下句を返して評判になった話が語られている。
一 六
　
永井氏（前掲注七）は『枕草子』の描く定 につい 、 「単なる概念的な中宮ではなく、更に人間として 定 の、自 の才幹によって立つ姿を造型した」と指摘される。
一 七
　『台記』久安二年（一一四七）十二月二十日条に、藤原頼長が一日半をかけて高さ一丈八尺（約五 五メートル）も 雪山を制作した記録がある。 『枕草子』 雪山はそれほどでは かったにしろ、人の背丈以上はあっただろう。
一 八
　


















ていった。定子の親族の男性たちが車に付き添って現地に赴き、御霊屋に降り積もった雪を払って葬送の作法を執り行う。葬儀が終わると、定子の母方のおじである明順、道順たちはこらえきれずに涙を流し、同母兄弟 帥殿伊周、中納言隆家 僧都隆円が、それぞ 和歌を詠んだ。兄弟たちの和歌には 誰よりも早く来世へ旅立った定子への惜別の思い 共に、雪が詠み込まれている。


























































がら、清少納言が勝ちもせず負けもしないことで、最終的に定子と一条天皇に焦点を当てる構図になっている。 『枕草子』では、定子の政治的立場が最も危 くなった長保年間の記事に、定子と天皇が同席する場面が集中的に描かれ いるが、それは正妃としての定子の立場を顕示するものと考えられる。同様に考えると、雪山の段の最終場面は、第一皇子の母としての定子の立場を示すものと読めるだろうか。
一方、雪山の賭けに勝利したはずの清少納言は、雪の歌を携え意気
揚々と参内するという目論見を覆されてしまった。 の場で定子から雪山除去の内情を知らされ、それが清少納言の立場を慮った行為だったとしても、定子の気持ちを受け入 る余裕を持てない程落胆してしまう。本来なら雪で小山 作り、村上朝の兵衛の蔵人が「雪月花の時」と答えた風雅を踏襲するはずだった。清新 風雅を実演して称賛するのが、 『枕草子』が栄華期に描いてきた定子後宮のあ べき姿だた。しかし、それが実現しなかったということは、雪山が消えたことによって、それ で が発信してきた定子後宮文化 、もはや存在しないことを図らずも露呈してしまったことになる。
かつて年若い一条天皇を巻き込んで後宮文化を創り上げていた定子




十六日未明に二十四歳で崩じた 道長の栄華をテーマ 歴史を物語る『栄花物語』に、定子崩御の記事を大きく扱っているのは、後世にまで続く世間一般の定子に対する愛惜の情を、編者が無視できなかったからに相違ない。定子はどのような人物だ のだろう 。
　『枕草子』が描いた職御曹司時代の定子は、女房たちの背後で後


















らの内裏復帰をその余興にかけた。定子の意図を察 た清少納言 、誰よりも遠い期日 掲げて、定子入内の願いを込め 。定子が一日に降った新雪を取り除いたのは、賭けの公正を期するた で、その時、定子の許には、すでに二日後 内裏参入実現の情報が入っ い かもしれない。雪山にかけた願いは叶い は 裏に参入したが 消え残った雪山とそれに執着する清少納言が取り残されることに った。
もし、そのまま清少納言の勝ち負けが語り続けられたなら、この章









































































村上朝の応和三年（九六三）閏十二月、勅命によって飛鳥部常則が宮中に雪山を制作した。それはただの雪山で く、当代きっ の画師と画所の雑色役人たちの手による蓬莱山を象った雪の彫刻であ た。
村上朝といえば、清少納言が漢句での即答を模倣した兵衛の蔵人の
時代である。職御曹司 雪山制作も、村上朝に始まる雪山作りを意識すること 、文化の発信源としての定子後宮の姿 世間にアピールしようとしたのだと考えられる。しかし、権力の後押しのない定子後宮に、村上朝のような高度な技巧 凝ら 雪山制作を依頼す 手立てはない。そこで、定子自身 威光で集め れるだけの人員を招集し、大きさを誇る雪山を作るこ にしたの はないだろうか。
職御曹司に雪山が作られた十二月中旬は、折しも、二年前に定子の
産んだ第一皇女脩子が着袴 儀式を迎える時期にあたっていた。 『権記』によれば、脩子は十二月十六日に職御曹司から内裏に参入し、十七日に登華殿で着袴の儀を行ってい 。ちょうどその期間に東三条院詮子が内裏に滞在しているのは、孫娘の晴れ姿を見るためだろう。そこに母親の定子が同席することは叶わなかったが、これを機に定子の内裏参入が期待されており、 房たちにも定子後宮の存在を誇示し
たいという特別な思いがあったに違いない。つまり、職御曹司の雪山作りは、王朝文化を積極的に継承する定子後宮の価値を世間に知らしめ、その存在をアピールすることで、定子の内裏参入を促す狙いがあったものと推測する。
さて、ここで完成した雪山がいつ消えるかを賭ける余興を提案した




年十一月七日の皇子誕生の結果とな て表れる。一条天皇の第一皇子誕生は中関白家一族が切望してい 慶事だったが、一方、その直前の十一月一日に彰子を入内させ、政権掌握を狙う道長にと て最も歓迎されない事態だった。
当時の社会情勢の中で政治的に非常にセンシティヴな事実を『枕草
子』が書き記すには、相当な困難を伴うことは言うまでもない。それでも書き留めるにはどうしたらいいか、その解決策が雪山の賭け 余興に託された。そして、内裏参入の期 は賭けに即した日付の進行にうまく紛れて記されること なった。 （表３参照）
その記載によれば、長保元年の正月、清少納言は三日に定子と共に








なる人、二、 三人ばかり、火桶を中にすゑて、物語などするほどに、暗うなりぬれど、こなたには火もともさぬに おほかたの雪の光、いと白う見えたるに、火箸して灰などかきすさみて、あはれなるもをかしきも、言ひ合はせたるこそ かしけれ。
宵もや過ぎぬらむと思ふほどに、沓の音近う聞ゆれば、あやし








薨去で突然、色を失い、さらにその一年後に勃発した長徳の変により、風前の灯となってしまう。それは清少納言の初出仕からわずか三年後のことだった。定子周辺が最も不穏な時期に、清少納言自身も一時、自身 進退を逡巡するが、結局、最後まで定子 仕える決心をした。その後、定子は一条天皇の第一皇子を産み、道長の圧力を受けながら辛うじて后 位置を保ち続けることになる。
このような中関白家の没落に関わる歴史的事実が『枕草子』に直接
記されることはない。定子後宮 出来事を扱った章段群は 歴史背景から切り離され、作品内に時系列とは無関係に配列されている。そこには常に後宮の指導者であり続ける中宮定子の存在が描か 、歴史的事実を直接見聞きし承知して る同時代の読者に対し 定 がいかに変わらぬ姿で後宮文化を維持し いたかを提示してい 。職御曹司を舞台とする章段群は、そんな定子の姿を書き留めた代表的なもので、その中で最も長い章段に、雪山の段がある。
師走の十余日のほどに、雪いみじう降りたるを、女官どもなど































いる。そして、こ 回答が折にあった秀句として、天皇から和歌よりも高 評価を得 いる。
これと同様な趣向を、清少納言自身が一条朝で再現した章段がある。
殿上より、梅の花散りたる枝を、 「これはいかが」と言ひたる















































































は、 「冬はいみじう寒き」 〔一二一段〕と啖呵を切る『枕草子』らしい選択である。冬の朝は雪が降っているのが最高にいいが、霜で白いのもいいし、そうでなくても非常に寒いことが条件で、その寒さを凌ぐために暖房の準備をする風景が、いかにも冬らしいの ある。
春から秋まで自然の風景を取り上げてきた作者の筆は、冬で初めて
人間を登場させる。雪の降り積もった寒い早朝、炭を急いで熾し持って来るのは女官だろう 火桶の炭火が昼時まで観察されている場所は宮中にちがいない。 『枕草子』に描かれ いく後宮生活の始まり ある。
先に挙げた「降るものは」の段の続きには、雪の降る場所を特定し




涙も落ちぬべければ、夜々まゐりて、三尺の御几帳のうしろに候ふに、絵など取り出でて見せさせたまふを、手にてもえさし出づまじうわりなし。……「いかでかは筋かひ御覧ぜられむ」とて、なほ臥したれば、御格子もまゐらず。女官 もまゐり 「これはなたせたまへ」など言ふを聞きて、女房のはなつを、 「まな 仰せらるれば、笑ひて帰りぬ。物など問はせたま 、のたまはするに、久しうなりぬれば、 「おりまほし な にたらむ。さらばはや。夜さりはとく」と仰せらる。
表 １：四季の語の使用数
作品名 春 夏 秋 冬
（古今集：部立歌数） （134） （34） （145） （29）
古今集 71 8 108 7
後撰集 72 14 131 12
伊勢物語 14 2 16 1
源氏物語 119 21 130 11
枕草子 19 18 18 18
表 ２：雪月花の使用数
作品名 花 月 雪
古今集 146 28 39
後撰集 132 46 33
伊勢物語 23 12 9
源氏物語 273 201 86









めに置くが、その歌数において四季は平等ではない。 『古今集』の歌が詠まれる季節は春 秋に集中し、夏と冬の歌 極端に少ないのである。試みに、 『古今集』で使用され いる四季の語の数を比較し みると、四季の巻の歌数と同じく 多い順に、秋、春、夏、冬となる。（表１参照）春の部立の全歌数に比して春の語の使用数が少ないのは、梅や桜などの春の花を詠むことで季節を表す歌 多いため ある。四季の語の出現数 割合については、 『古今集』と同じ傾向が『後撰集』にも、また散文 『伊勢物語』 『源氏物語』にも見られる。それらの中で、 『枕草子』だけは四季の語の使用数がほぼ同数であることが注目される。『枕草子』が四季を平等に扱っていることについては先学の指摘があるが
一、 一般的に平安朝文学であまり扱われない夏と冬を春秋同等
に取り上げるのは、 『枕草子』が好む風物と関係がある で ないだろうか。そこで、四季 も最も文学的な題材 少ない冬につ て
考えてみる。
動植物が眠りにつく冬に、唯一多く取り上げられる風物といえば雪










「雪」 「月」 「花」の語について、再び『古今集』以下の五作品における出現数を比較してみよう （表２参照）
まず、五作品とも「月雪花」の中で「花」の使用数が最も多いこと
が分かる。特に『古今集』では、他の二語に対する「花」の使用割合の高さが際立ち、 後撰 『伊勢物語』もそれに次い 「花」の使用割合が多くなっている。 『源氏物語』では月の使用数が大幅に増える。それは、恋愛をテーマにした物語の主要場面が、 夜を多く扱っ いるからで ないかと考えられる。一方、 『枕草子』では、 「雪」の使用割合が「花」に次 で多い。このことからも、 『枕草子』 冬の風物である雪を特に多く扱う文学だと言うことができよう。『枕草子』の雪を扱った先行研究には、最近のもので中田幸司氏、津島知明氏の論 ある。中田氏は『枕草子』の雪に宮廷化の属性をと
　『
＊枕草子』の雪景色
　
―作品生成の原風景―
赤＊＊
　
間
　
恵都子
　
―（ 1 ）―
